
第1821回 2018. 5 .22

●司　　会　　　　　　Ｓ.Ａ.Ａ　榊原　和久君
●ソングリーダー　　　　　　　 榊原　和久君
●ロータリーソング　　「手に手つないで」
　　　　　　　　　　　「四つのテスト」
●ピアノ　　　　　　　中田　美由紀さん
●ビジター　　　　　　加藤　知成君（東知多RC）
　　　　　　　　　　　高木　利定君（半田RC）
　　　　　　　　　　　朝倉　浩一君（半田RC）
(会長挨拶）　　　　　　　　　　会長　鈴木　宏司君
　挨拶文はホームページの会報で閲覧できます。
●出席委員会
　第1821回例会　５月22日（火）　天気（晴）
　本日の例会は26名の出席にて、出席率は81.25％です。
　なお、前々回は全員出席のため100％でした。
●Smiling Box
加藤　金吉君　女房の誕生日祝いありがとう。食卓に飾

っています。
近藤　敏通君　遅刻しました。申し訳ありません。
石川　勝彦君　勝てば手段を選ばないのか？アメリカン

フットボールの事件は現代社会のひず
みの象徴。考えさせられる事件。根は
深い！

都築　利全君　地区出向先の、補助金委員会では、貴重
な経験や体験をさせていただきました。
鈴木浩司会長ありがとうございました。
今日は、地区出向者報告会です。皆様
よろしくお願いいたします。

鈴木　宏司君　先週は地区国際奉仕委員会でネパールへ
訪問してきました。蜷川副幹事、日曜
日は大変お世話になりました。

榊原　　英君　本日卓話担当です。2760地区のために出
向されている4名の方に報告をしていた
だきます。宜しくお願いします。

蜷川　勝己君　伊藤亜樹さん、名札の台を作っていただ
きありがとうございます。

松林　信吾君　蜷川副幹事、日曜日は何から何まで大変
お世話になりました。ありがとうござ
いました。

松島　知幸君　先日の日曜日に鈴木会長宅でBBQに呼
んで頂きありがとうございました。昼
間はゴルフでもお世話になりました。
今後ともよろしくお願いします。

合計９名　18,000円
◇米山功労者　感謝状贈呈
　　　　　　・鈴木　宏司君（第２回米山功労者）
　　　　　　・手島　嘉宏君（第１回米山功労者）
　　　　　　・蜷川　勝己君（第１回米山功労者）
◇地区内今年度奉仕活動表彰
　　「半田災害支援ボランティアコーディネーターの会RCC」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表彰の報告

（次回例会）

　第1823例会　　ロータリー情報
　６月５日 (火)　　於 ： 半田商工会議所

次回の例会次回の例会

（卓話）　　　　　　　　　　担　当　榊原　　英君
◇　2760地区委員会出向者４名の卓話

会 長 挨 拶会 長 挨 拶

卓　　　話卓　　　話

ポールハリス語録 全員一致は、とても期待できるものではありません。ロータリーがその最善の活用方法を問うても、15万のロー
タリアンのうち、2人として意見が完全に同じということはたぶんないでしょう。人の考えの異なるのは、その容姿が異なるのと同じです。
考えの微妙な差は、色合いの違いによりはるかに多様で、それを変えるのは難しいのです。信念は、気質、遺伝、環境、経験などのいろい
ろな影響によって決まります。指導者たるものは、忍耐と慎みをもって、柔軟な判断を下さなければなりません。教条主義ロータリーでは
役に立つことはできません。（ロータリーの理想と友愛）

国際奉仕委員会　委員長　鈴木　宏司君

補助金委員会　委員　都築　利全君

米山記念奨学委員会　委員　山本　慎治君

会員増強委員会　委員　松林　信吾君

寄贈　伊藤　亜樹君



5 月 22 日会長挨拶 

 

先週は地区国際奉仕委員長としてネパールへ訪問していましたので 2 回目の例

会お休みでした。西本ローターアクト委員長のお話はいかがでしたでしょうか。 
私も聞きたかったので残念でした。 
ネパールの事業は地区委員会としても始めて手がけたグローバル補助金事業で、

昨年度 6 月に申請書を提出して 11 月に承認。12 月にはお金も下りてどこでス

タートできるかと思っていましたら、そこから色々な問題が出てきて 4 月に副

委員長がネパールまで行ってようやく完成した事業です。 
ネパールの首都カトマンズからプロペラ機で50分ぐらい東南方向へ移動したと

ころにあるバイワラ空港から車でさらに 50 分のブトワル地区です。近くにはお

釈迦さまが生誕したといわれるルンビニがあり、インド国境から 5 キロくらい

の町です。 
ここに 1998 年日本が支援して建てられたシッダールタ子供・女性病院がありま

す。その病院のインフラ整備のために医療機器の提供と、病院を基点として遠

隔地への医療活動（モバイルヘルスキャンプ）の実施と、医療と衛生について

教育を行なう保健師の育成の 3 点を目的とした事業です。 
式典と視察をしてそのままカトマンズへとんぼ返りし、翌日は東へ 50 分飛んだ

バドラプール空港から車で 40 分にあるメチ病院へ訪問しました。ここはブータ

ン国境から 20 キロぐらいの町で見渡す限り田畑が広がる田舎町でした。 
この病院では補助検査技師育成訓練のためにデジタル顕微鏡・遠心分離機・加

圧減菌機を贈呈してきました。 
今回は体調不良の中強行スケジュールでしたので大変疲れましたが、2 年目地区

委員長として大きな目標が達成できたことをとても喜んでいます。 

 


